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基本構想関連イメージ図

自立性、選択性の重視と自己責任の確立
・経済性重視の慣行の行き詰まり
・規制緩和、地方分権、市町村合併
・NPO、ボランティアへの支援
・多様性の尊重と選択性の重視

自立
個人や地域、企業が自ら決定し
行動して責任を持つまちづくり

共生
自然界のあらゆる動植物が地域
や世代にかかわらず共に生きる
ことができるまちづくり

自然の再認識
・自然志向、健康志向の高まり
・自然的価値の再評価
・自然災害を前提とした対応

少子・高齢化時代
・経済成長率低下、地域社会変容
・男女共同参画型社会の実現
・元気で豊かな高齢者の増加

高度情報化時代
・対面に近い交流環境の実現
・自由で開かれた社会づくり
・地域間競争の激化

時代の潮流
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●中部国際空港の開港、現名古屋空港の定期航空路線一元化
●上飯田連絡線の開通、小牧駅以南の複線化
●ピーチライナーの活性化
●名濃道路の開通
●第二東名・名神高速道路などの開通
●桃花台建設事業の終了と定住のまちづくりの推進
●ＣＡＴＶの放送開始やパソコンの普及
●２００５年日本国際博覧会の開催
●内なる国際化の促進
●財政構造の変化

中部地域
わが国の中央に位置し、

物流、交流機能が立地する
上で有利な条件を備え、先
端的な工業・技術集積と美
しい自然と歴史的蓄積に恵
まれた地域という特徴
『先端的産業技術の世界

的中枢としての役割を果た
し、全世界を対象に多様な
交流が活発に行われる地域』
として整備

新しい愛知づくりの
基本目標

尾張北部地域の広域的役割

『人と地域の個性が輝き、
交流･創造の拠点となる愛知』
●自立性・選択性の重視
●交流の中からの創造
●人と自然の共生
●やさしさとうるおいの確保

産業面での拠点性や観光をはじめ
とした広域的な交流機能の強化を図
りつつ、快適で利便性の高い生活環
境の整備を進め、産業・文化両面に
わたるバランスのとれた都市拠点地
区としての発展を目指す。
●周辺地区との直結性と地区内の一
体性を高める交通基盤の整備

●研究開発機能の強化と観光を含め
た産業の高度化

●質の高い都市・生活機能を持つ都
市基盤の整備

●地区の特性を生かした水辺と緑の
ネットワーク形成

交流
魅力や個性豊かなまちづくりに
よって、人やモノがいきかう
まちづくり

地球時代
・各国の相互依存強化
・地球環境問題への対応
・地球的視野の必要性
・地域主体の国際交流

小牧をとりまく状況

新しい県地方計画新しい全国総合開発計画
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基本構想関連イメージ図

まちづくりの主要課題 基本理念
市民自治を高める
まちづくり

高齢者が生涯現役で
暮らせるまちづくり

将来を担う心豊かで
健康なひとづくり

個性豊かなまちづくり

環境にやさしい自然と
共生したまちづくり

広域的視点に立った
まちづくり

高度で創造的な産業の
拠点づくり

まちづくりの主役
を担うひとづくり

人にやさしい自然と
共生したまちづくり

来てみたくなる
小牧の顔づくり
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で
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まちづくりの目標・施策の大綱 将来像

地域の力を高めるまちづくり

快適でやすらぎのあるまちづくり

健康で安心して暮らせるまちづくり

豊かな心と創造性を育むまちづくり

にぎわいと活力のあるまちづくり

人
と
緑
か
が
や
く
創
造
の
ま
ち
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